
令和5年度島根県職業訓練実施計画の策定に向けた方針（案）

令和4年度計画と同程度の規模で人材を育成

実施状況
の分析

①就職率が高く、応募倍率が低い分野
（R3実績で該当する分野） 「介護・医療・福祉」

②応募倍率が高く、就職率が低い分野
（R3実績で該当する分野） 「営業・販売・事務」

◎応募・受講しやすい募集・訓練日程の検討が必要

◎求人ニーズに即した訓練内容になっているか検
討が必要

計画と実
績の比較

③求職者支援訓練のうち基礎コースはR3年度
計画では認定規模の３５％程度としていたが、
実績は１５％程度。

◎就労経験が少ない者、過去の職場で研修等の機
会に恵まれなかった者等には社会人としての基礎
的能力を付与する基礎コースは有効。

デジタル
化に向け
た取組

④デジタル化に取り組む企業がまだ少なく、取
り組み内容も初期段階の企業が多い。本格
的なデジタル化の取り組みは少数にとどまっ
ている。

◎デジタル化初期段階に対応可能なパソコン基本
操作が可能な人材を増やしつつ、本格的なデジ
タル化に対応可能な人材を育成するコース設定
も必要。
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